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⑨ 研究概要
行動の 動機付 け に 重要な視床下部機能や， 環境 に
適応 し た行動発現に重要な認知， 学習， 記憶な ど
の 高次神経機能 を 生理学的 に細胞 レ ベル及び、細胞
下 レ ベ ルで明 ら か に す る . と く に老化 と 高次神経
機能 と の 関連 を 神経機構及び物質機構の 両面か ら
解明 し ， 老化の予防や脳代謝改善作用 あ る い は 抗
痴呆作用 を有す る 和漢薬の発見 あ る い は新薬の開
発 に 役立て た い.
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免 疫 機 能 制 御
客員教授 金 恩 源
⑨ 研究概要
わ が部門では漢方薬が人体の免疫 に 及ぽす効果 を
科学的 に 解明 す る こ と を 目標 と し ， 当面の テ ー マ
と し て は， 免疫疾患， エ イ ズ等難病 と い わ れ る 疾
患 に 対 し， そ の 発症機構の解明や綜合的な治療法
の 開 発 を め ざ し て い る . 1988 年 の 研 究 は 漢 方 薬
を 利 用 し て 抗 ウ イ ル ス 作 用 - JEV(Japanese 
encephalitis virus)， HSV(Herpes simplex virus)， 
EBV (Epstein-Barr virus)， CMV (Cytomegalo 
virus)， AIDS(Acquired immunodeficiency syn-
drome) の起因 ウ イ ル ス であ る HIV(Human im­
munodeficiency virus) 等 に つ い て研究 し た. ま
た ， 免疫作用 は イ ン タ ー フ エ ロ ン， cAMP， NK 活
性， 抗体， 被動免疫に つ い て も 研究 を行っ た.
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